
　　　　

2025 年 2 月 3 日

平日 9 時 30 分から 17 時 30 分まで 送迎あり

土曜日
長期休暇中

9 時 30 分から 16 時 30 分まで 送迎なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
〇お花見　〇プール遊び　〇夏祭り　〇ハロウィンパーティー　〇クリスマス会　〇書初め　〇節分の豆まき　〇ひな祭り会
季節ごとの制作や、長期休暇にはお出かけやクッキングも企画します。

家族支援

・連絡帳でのやりとりや、送迎時にはご家族の児童への向き合い方や心配事
　の相談を行います。
・相談支援事業所との連携や、必要であれば家庭訪問も行います。

移行支援 ・移行支援会議への参加や、保育所や幼稚園への訪問を行います。

地域支援・地域連携
・相談支援事業所・他事業所・医療機関
　行政や教育機関と連携して、地域での総合支援に努めています。

職員の質の向上

・月１回の事業所内研修の他、法人全体で、外部講師を招いて年３～４回の研修
を
　しています。
・スキルアップのための外部研修への参加、資格取得のサポートもしています。

支　援　内　容

・健康状態の把握のため、看護師による検温や体調のチェックを行います。
・基本的な生活習慣の形成や生活スキルの獲得を個別に支援します。
・障害の特性に配慮した時間や空間をわかりやすく構造化します。

・肉体の成長に配慮した正しい姿勢や、関節の拘縮、変形の予防と筋力の維持・強化の為の運動を行います。
・感覚を刺激する為の遊具を使用した遊びを提供します。
・発達の特性に合わせた環境の調整を行います。

本
人
支
援

・五感を刺激する遊びの提供を行います。
・立体的な形のおもちゃを使った創作活動や遊びの提供をします。
・制作活動や遊びの中で色の理解をすすめます。
・認知の偏りやコミュニケーションの難しさから引き起こされる行動への予防と、適切な行動に対する支援をします。

・個々の言語の状態に合わせて指差しや身振りなど、意志の伝達ができるよう支援します。
・様々な体験を通して物と言葉を結び付けたり、自発的に発声する　　　を作っていきます。
・発達に合わせて絵本の読み聞かせをしたり、絵本を読むための支援を行います。

・遊びの中で対人関係の芽生えの支援をしていきます。
・ごっこ遊びや見立て遊びなどを通して社会性の発達を支援していきます。
・生活の中で想定される言語のやり取りを行うことで相手の気持ちを知ったり、自己の理解や自身をコントロールする力を身に着けられるよう支援します。
・散歩や公園でのふれあいの中で、社会のしくみや様々な出会いを経験する支援をします。

支援方針 障がいのある未就学児や保護者にとって安心安全な場所であって、未就学児の健やかな成長を見守り、発達や障がいの特性に応じた療育を行います

営業時間 送迎実施の有無

送迎実施の有無

（ご相談ください）

法人（事業所）理念
〔特定非営利活動法人　徳山ポレポレくらぶ〕　　　障がい児・障がい者に対して本人及びその家族の生活支援や自立支援により、幸福の追求を目的とする社会福祉事業を行う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～全ての人々が健やかに暮らせる地域社会作りと福祉の増進に寄与することを目的とする～

事業所名 クジラくらぶ【児童発達支援】 作成日支援プログラム



　　　　

2025 年 2 月 3 日

平日 9 時 30 分から 17 時 30 分まで 送迎あり

土曜日
長期休暇中

9 時 30 分から 16 時 30 分まで 送迎なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

事業所名 クジラくらぶ【放課後等デイサービス】 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
〔特定非営利活動法人　徳山ポレポレくらぶ〕　　　障がい児・障がい者に対して本人及びその家族の生活支援や自立支援により、幸福の追求を目的とする社会福祉事業を行う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～全ての人々が健やかに暮らせる地域社会作りと福祉の増進に寄与することを目的とする～

支援方針 障がいのある就学児や保護者にとって安心安全な場所であって、障がいのある就学児の健やかな成長を見守り、個々の障がいに応じた療育を行います

営業時間 送迎実施の有無 （ご相談ください）

送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

・健康状態の把握のため、看護師による検温や体調のチェックを行います。
・基本的な生活習慣の形成。生活スキルが獲得できるよう支援します。
・障害の特性に配慮した時間や空間をわかりやすく構造化します。

・肉体の成長に配慮した正しい姿勢や、関節の拘縮、変形の予防と筋力の維持・強化の為の運動を行います。
・姿勢保持や歩行の補助的手段としての歩行器具を使用します。その他目的に応じた補助用具を使用します。
・感覚を刺激する為の遊具を使ったり、遊びをします。
・一人一人の特性に合わせた環境の調整を行います。

・視覚、聴覚、触覚等、感覚を刺激する遊びの提供やブロックなど立体的な形のおもちゃを使った創作活動や製作活動をします。
・時計やタイマーを使って時間の理解をすすめていきます。
・制作活動をしながら色の理解をすすめます。
・認知の偏りやコミュニケーションの難しさから引き起こされる行動障害への予防と適切な行動に対する支援を行います。

・個々の言語の状態に合わせて、指差し、身振りを通して意志の伝達ができるよう支援します。
・様々な体験を通して物と言葉を結び付けたり、自発的に発声するよう促していきます。
・集団での絵本の読み聞かせを通して読み書きへの関心を促し、障害の特性に応じて個別の読み聞かせも行います。
・歌絵本や、文字ボード、ホワイトボードなどを利用して環境の理解や意志の伝達を行います。

・遊びの中で対人関係の芽生えの支援をしていきます。
・ごっこ遊びや見立て遊びなどを通して社会性の発達を支援していきます。
・製作活動や調理・イベントの中で、友達や支援者と物のやり取りやお願い等をする事で相手の気持ちを知ったり、役割分担、自己の理解や自身をコントロールする事を学びます。
・散歩をすることで社会の様々なしくみや、地域の人とのふれあいを経験していきます。

主な行事等
〇お花見　〇プール遊び　〇夏祭り　〇ハロウィンパーティー　〇クリスマス会　〇書初め　〇節分の豆まき　〇ひな祭り会
季節ごとの制作や、長期休暇にはお出かけやクッキングも企画します。

家族支援
・連絡帳のやり取りや、送迎時に活動内容や身体の状況をお話ししながら保護
　者とのコミュニケーションをとっています。
・必要に応じて事業所での面談や、家庭訪問も行っています。

移行支援 ・教育機関の移行支援会議への参加、移行先との連携をします。

地域支援・地域連携
・相談支援事業所・他放課後等デイサービス事業所・医療機関
　行政や教育機関と連携して、地域での総合支援に努めています。

職員の質の向上
・月１回の事業所内研修の他、法人全体で、外部講師を招いて年３～４回の研修を
　しています。
・スキルアップのための外部研修への参加、資格取得のサポートもしています。
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